










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表1福 祉 公社サ ービス料金表



























(2)個 別 サ ー ビス 料 金 回 数
1.家 事 サ ー ビ ス
2.家 事 ・介 護 サ ー ビ ス
3.食 事 サ ー ビ ス(A)
4.食 事 サ ー ビ ス ⑧
5.看 護 サ ー ビ ス(A)
6.看 護 サ ー ビ ス(B)
7.看 護 サ ー ビ ス(c)
8.ラ ン ド リ ー サ ー ビ ス
9.外 出 付 添 サ ー ビ ス
10.大 掃 除 ・力 仕 事 サ ー ビ ス
11.旅 行 サ ー ビ ス
12.葬 祭 執 行 サ ー ビ ス
13.墓 地 管 理 サ ー ビ ス























毎 日 昼 食 時

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































老人 ひ とり暮 ら
し(男)
老 人ひ とり暮 ら
し(女)
























































貧 困 層:対 生 活保 護基準比L4倍 未満
低 所得層:〃1.4～2.0倍 未満
一 般 層:〃2 .0-4.0倍 未満
安 定 層:〃4.0倍 以上
資料:東 京都 民生局 「老人福祉基礎調査報告」(1977年 度)の 再集計
『婦人 白書 』1982年 版草土 文化,1983年6月,39ペ ー ジ。































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表3 男女別労働者(Arbeiter)の 年金前収 入 と年 金額の比較













































出所:庄 谷怜子 「西 ドイツにお りる老人の貧困問題 『社会問題研究』第28巻(第3・4合 併
号),10ペ ー ジo
 
社
会
福
祉
政
策
の
動
向
と
の
問
題
点
困
実
態
調
査
に
よ
る
と
、
小
額
年
金
者
(
四
〇
〇
マ
ル
ク
)
の
生
活
が
苦
し
く
、
な
か
で
も
高
年
齢
に
な
る
ほ
ど
状
況
は
厳
し
く
な
っ
て
お
り
、
七
〇
歳
以
上
で
し
か
も
女
性
の
場
合
、
最
も
生
活
困
難
が
著
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
五
十
五
歳
ぐ
ら
い
か
ら
、
所
得
の
低
下
す
る
人
が
多
く
、
最
終
の
賃
金
の
約
六
割
が
年
金
水
準
と
し
て
保
障
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の
半
分
に
も
充
た
な
い
老
人
が
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
あ
り
、
と
り
わ
け
女
性
の
場
合
に
極
端
に
低
い
年
金
額
と
な
っ
て
表
わ
れ
て
い
る
(表
3
参
照
)
。
年
金
で
暮
ら
す
ひ
と
り
暮
ら
し
の
老
人
の
六
六
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
は
:
O
O
r
ル
ク
以
下
の
所
得
で
生
活
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
が
女
性
で
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
総
じ
て
、
老
人
の
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト
、
約
一
七
〇
万
人
は
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ソ
ま
た
は
そ
れ
以
下
の
所
得
水
準
に
置
か
れ
て
お
り
、
社
会
扶
助
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。
一
九
六
九
年
以
降
、
社
会
扶
助
受
給
者
は
急
増
し
て
お
り
、
一
九
七
五
年
に
は
二
〇
〇
万
人
を
越
え
、
扶
助
率
も
二
四
パ
ー
ミ
ル
か
ら
三
三
パ
ー
ミ
ル
に
上
昇
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
確
認
で
き
る
こ
と
は
、
扶
助
受
給
者
の
う
ち
、
六
〇
歳
以
上
が
三
二
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
が
、
と
く
に
女
性
が
七
五
パ
ー
セ
ソ
ト
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
六
十
五
歳
以
上
の
扶
助
率
は
七
ニ
パ
ー
ミ
ル
で
、
女
性
に
つ
い
て
は
八
九
パ
ー
ミ
ル
に
ま
で
達
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
一
〇
三
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
一
〇
四
以
上
、
老
齢
貧
困
と
年
金
に
関
し
て
ま
と
め
て
み
る
と
次
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
と
思
わ
れ
る
。
年
金
制
度
は
、
そ
の
保
検
機
構
上
、
労
働
年
齢
時
に
お
い
て
既
に
現
わ
れ
て
い
る
賃
金
格
差
を
一
層
拡
大
さ
せ
る
こ
と
が
分
っ
て
お
り
、
そ
の
た
め
労
働
年
齢
時
に
低
い
賃
金
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
老
後
に
至
っ
て
、
最
低
の
生
活
水
準
に
落
ち
込
ん
で
し
ま
う
の
で
あ
る
。
三
浦
教
授
の
指
摘
と
は
違
っ
て
、
年
金
の
成
熟
が
す
ぐ
に
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
受
益
者
負
担
能
力
を
生
み
だ
す
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
の
で
あ
る
。
確
か
に
、
高
齢
化
の
進
展
と
年
金
制
度
の
成
熟
に
伴
っ
て
、
年
金
の
加
入
期
間
は
長
く
な
ろ
う
。
例
え
ば
、
わ
が
国
の
政
府
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
た
年
金
改
革
案
で
は
、
加
入
期
間
が
四
〇
年
で
計
算
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「基
礎
年
金
」
構
想
に
よ
り
、
す
べ
て
の
国
民
に
六
十
五
歳
以
降
一
人
五
万
円
の
年
金
保
障
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
「基
礎
年
金
」
は
、
税
に
よ
る
財
源
調
達
は
行
わ
れ
ず
、
社
会
保
険
方
式
で
賄
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
加
入
期
間
が
四
〇
年
で
、
五
万
円
が
支
給
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
加
入
期
間
が
四
〇
年
に
達
し
な
い
場
合
、
年
金
額
は
減
額
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
最
高
額
が
五
万
円
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
は
た
し
て
、
こ
の
よ
う
に
低
い
ミ
ニ
マ
ム
基
準
の
設
定
で
生
活
が
維
持
し
て
い
け
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
公
的
扶
助
(
ー
救
恤
)
に
よ
る
最
低
生
活
の
確
保
と
い
う
好
ま
し
か
ら
ざ
る
現
状
を
よ
く
念
頭
に
入
れ
て
、
今
後
、
議
論
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。い
ず
れ
に
し
て
も
、
わ
が
国
が
高
齢
社
会
を
迎
え
て
、
在
宅
サ
ー
ビ
ス
が
一
層
重
要
な
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
段
階
で
、
老
人
の
生
活
水
準
に
つ
い
て
の
実
態
や
年
金
の
ヵ
バ
ー
の
度
合
な
ど
を
詳
細
に
調
査
し
た
上
で
、
費
用
負
担
の
あ
り
方
が
論
じ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
四
、
「
市
町
村
責
任
」
の
問
題
最
後
の
点
は
、
在
宅
福
祉
の
運
営
責
任
を
市
町
村
に
置
く
と
い
う
考
え
方
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
た
い
。
『序
説
』
に
お
い
て
、
三
浦
教
授
は
、
「
対
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
と
な
る
非
貨
幣
的
ニ
ー
ズ
は
…
…
そ
の
性
格
上
、
二
ー
ズ
の
発
生
す
る
場
と
サ
ー
ビ
ス
が
可
能
な
か
ぎ
り
接
近
し
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
言
う
こ
と
か
ら
、
対
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
を
は
か
る
行
　
政
組
織
は
、
住
民
生
活
と
直
結
す
る
市
町
村
レ
ベ
ル
で
再
編
さ
れ
る
必
要
も
あ
る
」
と
し
て
、
福
祉
の
行
政
責
任
系
の
変
更
、
と
り
わ
け
「市
町
村
責
任
」
を
打
ち
出
し
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
で
、
地
方
財
政
の
視
点
か
ら
、
在
宅
福
祉
と
市
町
村
行
財
政
と
の
関
連
に
つ
い
て
述
べ
て
お
こ
う
。
'
わ
が
国
の
老
人
福
祉
施
策
は
、
そ
の
多
く
が
市
町
村
レ
ベ
ル
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
る
老
人
福
祉
事
業
は
、
ほ
と
ん
ど
が
国
の
補
助
に
基
づ
く
事
業
と
な
っ
て
い
る
。
現
行
の
補
助
シ
ス
テ
ム
で
は
、
財
政
的
力
量
の
最
も
弱
い
市
町
村
の
と
こ
ろ
で
、
住
民
と
最
も
密
着
し
た
関
係
に
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
実
の
あ
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
供
給
す
る
こ
と
に
困
難
が
伴
い
が
ち
で
あ
る
。
国
の
補
助
金
制
度
で
は
、
従
来
の
施
設
中
心
の
制
度
体
系
と
な
っ
て
お
り
、
福
祉
施
設
の
建
設
や
運
営
を
対
象
と
し
た
補
助
金
の
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
言
う
と
、
福
祉
施
設
の
措
置
費
で
は
国
の
負
担
割
合
が
一
〇
分
の
八
で
あ
る
の
に
対
し
、
家
庭
奉
仕
員
事
業
で
は
三
分
の
一
と
い
う
低
い
比
率
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
国
の
補
助
率
が
低
い
た
め
に
、
そ
れ
だ
け
市
町
村
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
家
庭
奉
仕
員
派
遣
事
業
な
ど
は
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど
に
委
託
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
補
助
の
仕
方
と
地
方
自
治
体
の
財
源
構
成
が
地
方
自
治
体
の
財
政
と
住
民
の
負
担
を
過
重
な
も
の
に
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
の
補
助
事
業
は
実
際
の
と
こ
ろ
、
要
綱
な
ど
の
通
知
、
通
達
に
よ
社
会
福
祉
政
策
の
動
向
と
の
問
題
点
一
〇
五
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
一
〇
六
っ
て
運
営
さ
れ
て
お
り
、
責
任
の
所
在
が
瞹
昧
に
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
給
食
、
入
浴
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
法
的
根
拠
が
な
く
、
ほ
ぼ
要
綱
の
み
の
運
用
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
国
庫
支
出
金
に
よ
る
補
助
金
行
政
は
地
方
自
治
体
を
統
制
す
る
の
に
都
合
が
よ
く
、
そ
の
た
め
、
地
方
自
治
体
側
で
は
裏
負
担
が
増
加
し
て
い
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
社
会
福
祉
費
が
増
加
す
る
に
し
た
が
い
、
地
方
経
費
も
増
大
す
る
こ
と
に
な
り
、
地
方
財
政
の
負
担
が
大
き
く
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
地
方
財
源
が
脆
弱
で
あ
り
、
財
政
的
に
不
安
定
な
面
が
あ
る
限
り
、
社
会
福
祉
施
策
は
発
展
し
な
い
。
現
状
に
お
い
て
は
、
地
方
財
政
に
お
け
る
独
自
財
源
が
不
十
分
で
あ
り
、
財
政
的
な
基
礎
が
弱
く
、
社
会
福
祉
行
政
の
多
く
の
面
で
、
超
過
負
担
が
生
じ
、
こ
れ
が
地
方
財
政
へ
の
圧
迫
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
地
方
行
政
に
お
け
る
基
本
的
な
矛
盾
点
に
機
関
委
任
事
務
の
問
題
が
あ
る
。
国
の
責
任
で
あ
る
は
ず
の
年
金
、
生
活
保
護
、
社
会
手
当
な
ど
の
福
祉
行
政
が
地
方
自
治
体
に
よ
っ
て
代
行
さ
れ
て
い
る
た
め
、
地
方
自
治
体
が
在
宅
福
祉
を
含
む
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
財
源
を
振
り
む
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
財
政
的
に
力
を
投
入
で
き
な
い
で
い
る
。
総
じ
て
、
わ
が
国
の
地
方
財
政
の
特
徴
は
、
何
と
言
っ
て
も
、
地
方
財
政
支
出
の
比
重
が
中
央
財
政
の
そ
れ
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
、
そ
れ
に
反
し
て
、
地
方
財
源
の
配
分
が
非
常
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
わ
が
国
の
租
税
は
、
三
分
の
二
が
国
税
、
三
分
の
一
が
地
方
税
と
い
う
配
分
に
な
っ
て
い
る
が
、
支
出
の
面
で
は
四
分
の
三
を
地
方
自
治
体
が
受
け
も
っ
て
い
る
。
五
十
六
年
で
は
、
税
収
ベ
ー
ス
は
国
税
六
五
対
地
方
税
三
五
の
割
合
と
な
っ
て
い
る
が
、
最
後
の
支
出
ベ
ー
ス
で
は
、
こ
の
関
係
が
逆
転
⑭
し
、
地
方
七
七
対
国
二
三
と
い
う
形
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
地
方
自
治
体
が
総
経
費
の
四
分
の
三
を
支
出
し
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
「大
き
な
地
方
政
府
」
と
な
っ
て
い
る
原
因
は
、
わ
が
国
の
地
方
自
治
体
が
地
方
固
有
の
行
政
だ
け
で
な
く
、
中
央
政
府
の
国
政
事
務
も
代
行
す
る
地
方
機
関
で
あ
る
と
い
う
二
重
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
最
近
の
政
府
の
財
政
支
出
抑
制
の
動
き
の
中
で
、
老
人
福
祉
施
策
を
例
に
と
っ
て
も
有
料
制
が
導
入
さ
れ
、
ま
た
こ
れ
ま
で
育
て
ら
れ
て
き
た
自
治
体
の
独
自
な
施
策
に
対
し
て
も
補
助
金
が
打
ち
切
ら
れ
る
な
ど
厳
し
い
措
置
が
取
ら
れ
て
い
る
。
せ
っ
か
く
普
及
し
つ
つ
あ
っ
た
制
度
が
、
財
政
難
を
理
由
に
簡
単
に
縮
少
さ
れ
て
き
て
い
る
。
地
域
に
お
い
て
福
祉
施
策
が
実
施
さ
れ
る
場
合
、
や
は
り
国
の
責
任
は
明
確
に
さ
れ
て
お
か
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
市
町
村
と
い
う
末
端
の
財
政
基
盤
の
弱
い
行
政
体
に
責
任
転
嫁
が
な
さ
れ
る
な
ら
ば
結
局
、
そ
の
こ
と
は
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
を
低
下
さ
せ
住
民
負
担
を
増
加
さ
せ
る
も
の
で
し
か
な
い
。
五
、
課
題
こ
れ
ま
で
、
三
浦
理
論
に
お
い
て
は
、
今
後
の
社
会
福
祉
政
策
の
方
向
が
「
在
宅
福
祉
」
に
限
定
さ
れ
た
形
で
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
の
を
み
て
き
た
。
教
授
は
家
族
機
能
の
変
化
に
着
目
し
て
、
今
後
の
政
策
の
主
要
課
題
を
介
護
問
題
H
「代
替
・
補
完
的
ニ
ー
ド
」
の
充
足
と
し
て
捉
え
、
サ
ー
ビ
ス
の
私
的
性
格
を
強
調
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
こ
の
「代
替
・
補
完
的
ニ
ー
ド
」
を
充
足
す
る
施
策
の
費
用
負
担
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、
公
的
責
任
に
基
づ
く
よ
り
は
、
「
参
加
」
型
の
相
互
扶
助
あ
る
い
は
自
助
方
式
が
望
ま
し
い
と
い
う
見
解
に
組
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
現
在
、
ひ
と
り
暮
ら
し
世
帯
あ
る
い
は
老
夫
婦
の
み
の
世
帯
は
急
増
し
て
お
り
、
一
九
八
一
年
で
は
、
両
者
合
わ
せ
て
　
三
一
五
万
人
に
達
し
て
お
り
、
こ
れ
が
六
十
五
歳
以
上
人
口
の
二
八
二
ご
パ
ー
セ
ソ
ト
に
ま
で
至
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
人
々
の
持
つ
「
要
援
護
性
」
は
明
ら
か
に
社
会
的
性
格
を
有
し
て
い
る
。
家
族
の
解
体
、
地
域
の
解
体
は
周
知
の
事
実
な
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
老
人
福
祉
の
施
策
化
に
際
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
公
費
負
担
の
導
入
が
不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
、
年
金
の
成
熟
が
進
む
に
し
た
が
い
、
老
人
の
経
済
的
自
立
は
促
進
さ
れ
よ
う
。
そ
う
し
た
段
階
で
、
扶
養
義
務
者
を
費
用
徴
収
に
巻
き
こ
む
わ
け
に
は
社
会
福
祉
政
策
の
動
向
と
の
問
題
点
一
〇
七
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
一
〇
八
い
か
ず
、
利
用
者
本
人
の
負
担
に
絞
る
べ
き
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
の
負
担
は
、
「
最
低
生
活
費
非
課
税
原
則
」
に
基
づ
い
た
低
額
の
一
律
料
金
が
一
つ
の
あ
り
方
と
し
て
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
な
ら
ば
、
結
局
、
社
会
福
祉
政
末
策
の
費
用
負
担
問
題
に
帰
着
し
て
く
る
。
ま
た
、
個
々
の
制
度
面
で
み
る
と
、
わ
が
国
の
在
宅
サ
ー
ビ
ス
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
展
開
さ
れ
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
と
比
較
し
た
場
合
、
そ
の
中
味
が
非
常
に
薄
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
わ
が
国
で
は
、
住
宅
政
策
は
無
き
に
等
し
く
、
同
様
に
医
療
・
保
健
の
領
域
に
お
い
て
も
訪
問
看
護
制
度
が
ほ
と
ん
ど
未
確
立
の
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
わ
が
国
の
医
療
や
福
祉
の
制
度
的
体
系
か
ら
み
て
、
今
後
、
内
実
の
あ
る
在
宅
サ
ー
ビ
ス
の
供
給
が
な
さ
れ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
地
域
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
は
、
社
会
保
障
、
国
民
保
健
サ
ー
ビ
ス
(N
H
S
)、
及
び
対
人
福
祉
サ
1
ビ
ス
と
い
う
三
本
の
柱
が
制
度
的
に
確
立
さ
れ
て
お
り
、
と
く
に
N
H
S
は
原
則
と
し
て
無
料
と
な
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
↓
九
七
〇
年
以
降
の
行
政
改
革
と
N
H
S
の
再
編
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
の
充
実
が
図
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
わ
が
国
の
ね
た
き
り
老
人
の
総
数
を
上
回
る
、
六
五
歳
以
上
の
老
人
の
五
・
五
パ
ー
セ
ン
ト
が
サ
ー
ビ
ス
利
用
を
無
料
で
受
け
て
い
る
と
報
⑯
告
さ
れ
て
い
る
。
何
と
言
っ
て
も
、
N
H
S
の
確
固
た
る
基
盤
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
・
サ
ー
ビ
ス
を
良
質
で
身
近
か
な
も
の
に
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
サ
ー
ビ
ス
と
比
べ
て
み
る
と
、
一
九
八
〇
年
に
六
五
万
九
六
〇
〇
人
が
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
・
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
の
に
対
し
、
一
九
八
一
年
に
一
四
一
万
七
七
〇
〇
人
の
老
人
が
訪
問
看
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
よ
り
⑰
も
よ
り
広
範
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
が
質
・
量
と
も
に
相
対
的
に
充
実
し
て
い
る
背
景
に
は
、
や
は
り
公
的
責
任
の
明
確
化
が
あ
る
。
先
に
触
れ
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
を
推
進
す
る
三
本
の
柱
で
あ
る
、
社
会
保
障
、
N
H
S
、
対
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
責
任
の
あ
り
方
を
み
て
み
る
と
、
ま
ず
、
説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
社
会
保
障
は
国
の
責
任
の
下
で
運
営
さ
れ
て
お
り
、
重
要
な
点
は
所
得
保
障
サ
ー
ビ
ス
が
中
央
政
府
の
専
有
と
な
っ
て
お
り
、
わ
が
国
の
機
関
委
任
事
務
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
同
じ
く
N
H
S
も
国
営
の
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
こ
と
は
今
さ
ら
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
し
て
、
対
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
は
一
九
七
〇
年
に
地
方
自
治
体
社
会
サ
ー
ビ
ス
法
(L
o
c
a
l
A
u
th
o
rity
S
o
c
ial
S
e
rv
ic
e
s
A
c
t)
が
成
立
し
て
以
来
、
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
部
(
S
S
D
)
が
全
面
的
に
責
任
を
も
つ
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
公
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
費
用
負
担
面
で
は
、
自
治
体
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
が
、
料
金
徴
収
が
き
わ
め
て
低
額
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。
社
会
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
負
担
率
は
、
総
費
用
の
中
で
、
平
均
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
と
な
っ
て
お
り
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
が
　
五
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
、
配
食
が
一
八
・
六
パ
ー
セ
ン
ト
(給
食
費
は
二
〇
〇
円
程
度
)
で
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
医
療
.
保
健
な
ど
の
基
礎
と
な
る
サ
ー
ビ
ス
は
無
料
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
に
み
ら
れ
る
制
度
的
体
系
と
わ
が
国
の
そ
れ
と
を
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
た
場
合
に
感
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
わ
が
国
の
医
療
・
住
宅
・
社
会
福
祉
の
各
領
域
に
お
い
て
大
が
か
り
な
改
革
が
実
行
さ
れ
な
い
限
り
、
在
宅
福
祉
の
実
効
を
高
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
公
的
責
任
が
曖
昧
に
さ
れ
た
現
状
の
制
度
の
ま
ま
で
、
在
宅
福
祉
策
が
す
す
め
ら
れ
れ
ば
、
家
族
や
地
域
に
し
わ
寄
せ
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
こ
う
し
た
方
向
で
の
政
策
が
公
費
負
担
の
節
約
策
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
在
宅
福
祉
の
充
実
に
対
す
る
取
り
組
み
と
は
な
っ
て
い
な
い
と
い
う
謗
り
は
免
れ
得
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
社
会
福
祉
制
度
か
ら
学
ぶ
も
の
は
、
や
は
り
、
「
福
祉
国
家
」
.
イ
ギ
リ
ス
を
支
え
る
も
の
が
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
セ
ク
タ
ー
と
強
い
ユ
ニ
オ
ニ
ズ
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
歴
史
を
振
り
返
っ
て
み
れ
ば
、
ベ
ヴ
ァ
リ
ヅ
ジ
計
画
を
実
施
し
た
の
が
労
働
党
政
府
で
あ
り
、
N
且
S
の
生
み
の
親
が
ベ
ヴ
ァ
ン
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
我
々
の
展
社
会
福
祉
政
策
の
動
向
と
の
問
題
点
一
〇
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
望
の
道
を
示
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
註①
河
合
克
義
「
有
料
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と
公
的
責
任
」
『
賃
金
と
社
会
保
障
』
堵
o
・c。
鐔
、
二
三
ペ
ー
ジ
。
②
『
序
説
』
'
1
九
0
-
1
九
τ
へ
ー
ジ
。
③
同
、
一
八
三
ペ
ー
ジ
。
④
同
、
一
八
九
ペ
ー
ジ
。
⑤
同
、
一
八
九
ペ
ー
ジ
。
⑥
三
浦
文
夫
「
社
会
福
祉
改
革
の
戦
略
的
課
題
i
複
合
的
福
祉
供
給
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
」
社
会
保
障
研
究
所
編
、
『
社
会
保
障
の
基
本
問
題
』
東
京
大
学
出
版
会
一
九
八
三
年
、
一
四
〇
ペ
ー
ジ
。
⑦
『
朝
日
新
聞
』
、
一
九
八
四
年
、
六
月
九
日
。
⑧
『
序
説
』、
一
四
八
-
一
四
九
ぺ
ー
ジ
。
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W
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.
W
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d
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,
C
o
m
m
u
n
ity
C
a
r
e
,
19
8
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,
B
a
sil
B
la
c
k
w
e
ll
&
M
a
r
tin
R
o
b
e
r
tso
n
,
p
.
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3
.
⑩
Ib
id
.,
p
.
1
03
°
⑪
こ
の
点
を
強
調
さ
れ
る
の
は
大
前
朔
郎
教
授
で
あ
る
。
(
大
前
一
一
〇
朔
郎
『
社
会
保
障
と
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ミ
ニ
マ
ム
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
七
五
年
、
二
四
〇
ペ
ー
ジ
。)
⑫
庄
野
怜
子
「
西
ド
イ
ッ
に
お
け
る
老
人
の
貧
困
問
題
」
、
『
社
会
問
題
研
究
』
第
二
八
巻
、
第
三
・
四
合
併
号
。
⑬
『序
説
』、
一
九
四
ペ
ー
ジ
。
⑭
昭
和
五
八
年
版
『
地
方
財
政
白
書
』
二
三
〇
1
二
三
一
ペ
ー
ジ
。
⑮
森
幹
郎
『
政
策
視
点
の
老
年
学
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
三
年
、
五
八
-
五
九
ペ
ー
ジ
。
⑯
右
田
紀
久
恵
「
英
国
に
お
け
る
地
域
福
祉
政
策
」
右
田
・
井
岡
編
『
地
域
福
祉
い
ま
問
わ
れ
て
い
る
も
の
』
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
一
九
八
四
年
、
六
七
ペ
ー
ジ
。
⑰
星
野
信
也
コ
九
八
〇
年
代
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ケ
ア
ー
イ
ギ
リ
ス
と
日
本
の
老
人
福
祉
I
L
『
社
会
保
障
研
究
』
<
o
ド
一
㊤
》
2
0
・
も◎
り
一り
Q◎
q9
°
ご
一〇
亠ハ
ペ
ー
ジ
⑬
右
田
紀
久
恵
、
前
掲
論
文
、
六
七
ペ
ー
ジ
。
(
社
会
学
研
究
科
、
博
士
後
期
課
程
、
社
会
福
祉
学
専
攻
)
